	ありがとう
野宿良太　

　その日僕は、中央線東小金井駅で特急列車の通過待ちをしていた。大学付近の友人宅にて呑み明かし、帰宅するところだった。
　休日の早朝だからだろう、ホームには僕の他に、僕と同じ歳格好の女性、サラリーマンと思わしき男性、高校の制服に身を包んだ男女しかいなかった。
　僕と同じ歳格好の、おそらく僕と同じ大学に通っているのであろう女性が、なぜか突然線路を背にするようにくるりと体を半回転させた。その場にいた彼女以外の四人は、ただ何となくその光景を見詰めていた。
　彼女は、そのまま後ろに向かって歩を進め始めた。とても自然で、ゆっくりとした足取りだった。そのせいか、彼女の行動の先にあるものに一瞬気付けなかった。僕たち四人の中で真っ先に事態の恐ろしさを理解したのはサラリーマンだった。
「や、やめなさい！」
　彼はそう叫ぶと、ホームの縁に向かう彼女を引き戻すべく足を踏み出した。そのとき、アナウンスが流れた。
「まもなく、特急列車が通過いたします。白線の内側に下がってお待ちください」
　彼女を除く全員が、ホームの先に目をやった。列車はいまにも駅に差し掛かろうというところだった。サラリーマンの足が、止まった。
「馬鹿な事はやめるんだ！」
　立ち止まったまま、彼は声を上げた。巻き添えを食って死ぬことを恐れたのは、誰の目にも明らかだった。
　二人の高校生は、どちらともなく携帯電話を取り出して、ホームの縁に立つ彼女にカメラのレンズを向けた。
　僕は、何もできなかった。いや、違う。何も、しなかった。
　列車が駅に進入した。大きな警笛が発せられた。彼女はそれを聞いて、少し笑ったようだった。
　そうか。彼女は、死にたいのだ。
　彼女の笑みを見て、僕は唐突に理解した。それは、至極当然のことだった。そうでなければ自殺なんてしようとする訳はない。どんな理由かは知らないが、彼女は死にたいのだ。
　僕は口を開いた。引き留めるためではない。彼女は、生きることが辛いのだ、死ぬことによって救われると信じているのだ。だから。
「おめでとうっ」
　声の限りに叫んだ。
サラリーマンが僕を見た。その表情は怒っているのだか悲しんでいるのだか恐れているのだか判別がつかなかった。いや、あれは単純なる驚きの表情だったのかもしれない。
高校生もこちらを見た。能面のような無表情で一瞬だけちらりと。そして再び携帯電話の画面に目を戻した。決定的な瞬間を撮り逃さないように。
　彼女は、笑った。それは、とても素敵な笑顔だと、僕は思った。
　そのまま、吸い寄せられるように、柔らかいベッドに背中から飛び込むように、彼女の体は線路へと傾いていった。彼女は僕をじっと見ていた。僕も彼女を見ていた。彼女の口が開いた。先ほどよりも大きな警笛がすぐ側で鳴り響いた。サラリーマンがまた何か叫んだ。高校生の携帯電話からシャッター音が漏れ聞こえた。彼女の声は、それらに掻き消された。だけど彼女は、確かにこう言っていた。おそらく、僕に向けて。素敵な笑顔で。彼女は確かに、「ありがとう」と。
